
平
成
二
十
七
年
三
月
三
日
提
出

質

問

第

一

〇

八

号

岸
田
文
雄
外
務
大
臣
の
北
方
領
土
発
言
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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岸
田
文
雄
外
務
大
臣
の
北
方
領
土
発
言
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
一
月
二
十
日
、
岸
田
外
務
大
臣
が
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
講
演
で
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
お
き
て
い
る
こ
と
も
力

に
よ
る
現
状
変
更
だ
が
、
北
方
領
土
問
題
も
力
に
よ
る
現
状
変
更
だ
」
と
発
言
（
以
下
、
「
岸
田
発
言
」
と
す
る
。
）
し
た
こ

と
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
外
務
省
は
二
十
一
日
、
「
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
現
状
を
力
に
よ
っ
て
破
壊
し
、
多
く
の
国
を
占
領
し

た
の
は
軍
国
主
義
日
本
だ
。
歴
史
を
ひ
っ
く
り
返
そ
う
と
し
て
い
る
。
」
等
の
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
二
十
八
日
、
ロ

シ
ア
外
務
省
の
モ
ル
グ
ロ
フ
外
務
次
官
は
、
国
営
通
信
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
岸
田
発
言
」
を
強
く
批
判
し
て
お
り
、
そ
し

て
、
「
交
渉
に
直
接
影
響
を
与
え
る
同
じ
よ
う
な
発
言
が
さ
れ
た
場
合
、
岸
田
外
務
大
臣
の
モ
ス
ク
ワ
訪
問
を
は
じ
め
、
今
後

の
二
国
間
の
接
触
に
つ
い
て
慎
重
に
考
慮
す
る
」
と
述
べ
、
日
本
側
に
警
告
し
た
と
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。

右
と
、
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
四
九
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

岸
田
外
務
大
臣
の
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
お
き
て
い
る
こ
と
も
力
に
よ
る
現
状
変
更
だ
が
、
北
方
領
土
問
題
も
力
に
よ
る
現
状

変
更
だ
」
と
の
発
言
（
岸
田
発
言
）
は
、
具
体
的
に
何
を
も
っ
て
「
現
状
変
更
」
と
い
っ
て
い
る
か
。
時
系
列
で
答
え
ら
れ

た
い
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
四
九
号
）
で
は
、
「
政
府
と
し
て
は
、
岸
田
外
務
大
臣
は
、
平
成
二
十
七
年
一

一



月
二
十
日
、
御
指
摘
の
講
演
に
お
い
て
質
疑
に
答
え
た
際
に
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
対
話
を
重
視
し
て
い
る
旨
を
強
調
し
つ

つ
、
歴
史
的
事
実
に
基
づ
い
た
認
識
を
述
べ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
お
き
て
い
る
こ
と
と
、
北
方
領

土
問
題
を
同
一
視
」
し
て
い
る
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。
」
と
の
答
弁
を
さ
れ
て
い
る
。
政
府
が
「
歴
史
的

事
実
に
基
づ
く
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
的
事
実
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
具
体
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

三

ソ
連
の
対
日
宣
戦
布
告
は
い
つ
行
わ
れ
た
か
。

四

三
で
そ
の
当
時
、
駐
旧
ソ
連
日
本
国
特
命
全
権
大
使
佐
藤
尚
武
氏
の
公
電
は
届
い
て
い
る
か
。

五

ソ
連
に
よ
る
軍
事
行
動
は
、
対
日
宣
戦
布
告
前
に
行
わ
れ
た
事
実
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


